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新
成
人
の
方
々

　
　
　
　 

（
敬
称
略
）

晴れの門出を迎えた新成人

祝新成人おめでとうございます
浅
　
井
　
　
　
聡

伊
　
藤
　
志
　
真

今
　
西
　
崇
　
裕

岩
　
井
　
加
　
世

岩
　
下
　
友
　
香

上
　
垣
　
慶
　
悟

小
　
田
　
護
　
覇

菊
　
山
　
智
　
美

菊
　
山
　
規
　
弘

嶋
　
　
　
彩
　
希

鈴
　
木
　
妙
　
映

杣
　
山
　
奈
　
実

竹
　
村
　
美
　
穂

田
　
中
　
有
希
奈

西
　
川
　
早
　
紀

枡
　
田
　
政
　
香

盛
　
岡
　
達
　
也

森
　
田
　
陽
　
香

山
　
下
　
優
　
美

新春恒例の成人式が
1月 2日（木）開発センターにて開催されました
　未来を担う１９名が、新成人として新たな門出の日を迎えました。

　多くの来賓の方々の臨席のもと式典が始まり、教育委員長の挨拶に

続いて、新成人代表者より誓いの言葉、そして来賓よりの祝辞、恩師か

らの励ましの言葉が述べられ、祝賀の式典が終了しました。

　式典終了後の「新成人を祝う会」では終始和やかな雰囲気で、懐かし

い友との歓談に華が咲きました。

成
人
式
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

心
や
す
ら
ぐ

　
住
み
よ
し
の
郷

心
や
す
ら
ぐ

　
住
み
よ
し
の
郷
　
御
杖

議会　Assembly 行政　Administration

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
本
村
行
政
に
対
し
ま
し
て
格

別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
政
は
平
成
２４
年
１２
月
に
発
足
し

た
第
２
次
安
倍
内
閣
に
お
い
て
、
相
互
に
補

新

強
し
合
う
関
係
に
あ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
一

体
と
し
て
推
進
し
、
長
期
に
わ
た
る
デ
フ
レ

と
景
気
低
迷
か
ら
の
脱
却
を
最
優
先
に
掲

げ
、「
大
胆
な
金
融
政
策
」・「
機
動
的
な
財

政
政
策
」・「
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長

戦
略
」こ
れ
ら
三
つ
の
好
循
環
を
起
動
さ
せ
、

「
三
本
の
矢
」の
効
果
を
最
大
限
発
揮
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
日
本
経
済
は
こ
れ
ま

年
明
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
村
議
会
を

代
表
し
て
村
民
の
皆
様
に
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
康
で
希
望
に
満
ち
た
初
春

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
村
民
の
皆
様
方
に
は
、
御
杖
村

の
振
興
の
た
め
に
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
衷
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
の
日
本
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
環
境
は
、
国
内
外
と
も
に
大
変
厳
し
い
状

で
の
円
高
を
脱
し
、
円
安
に
よ
り
輸
出
産
業

は
大
き
な
利
益
を
上
げ
て
お
り
、
一
定
の
成

果
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
１０
月
に
安
倍
首
相
は
消
費

税
率
を
こ
れ
ま
で
の
５
％
か
ら
８
％
に
予
定

通
り
引
き
上
げ
る
と
正
式
発
表
し
ま
し
た
。

年
々
増
加
す
る
社
会
保
障
費
を
賄
う
た
め

の
増
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
国

の
財
政
健
全
化
と
景
気
回
復
は
両
立
で
き

う
る
の
か
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
御
杖
村
の
現
状
は
過
疎
化
・
少
子

高
齢
化
に
よ
り
人
口
が
減
少
し
、
こ
の
こ
と

が
住
民
生
活
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。  

こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
種
々
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、

更
な
る
施
策
を
推
進
す
べ
く
『
若
者
定
住
促

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
立
ち
上
げ
企
画
研
究

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
、
地
域
づ
く
り
等
の
分
野
で
積

極
的
に
調
査
研
究
に
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い

る
『
奈
良
県
立
大
学
』
と
連
携
協
定
を
交
わ

し
、
子
育
て
支
援
、
産
業
観
光
振
興
・
雇
用

対
策
・
住
環
境
整
備
・
教
育
力
向
上
・
福

祉
の
充
実
等
各
分
野
に
お
け
る
施
策
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
ま
ず
新
た
に「
寺

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ ●御杖村長●

鈴　木　仁　彦
●御杖村議会議長●

種　村　悦　郎

子
屋
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は

地
域
の
小
中
学
生
が
奈
良
県
立
大
学
生
と

の
交
流
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
実

感
し
、
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
増
加
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
を
移

住
希
望
者
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
有
効
活

用
す
べ
く
、『
御
杖
村
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
』

を
創
設
し
、
併
せ
て『
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
制
度
』
を
新
設
し
て
地
域
活
性
化
や
若
者

定
住
促
進
に
繋
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

今
後
と
も
、住
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ

り
農
林
業
の
振
興
・
観
光
振
興
を
雇
用
の
確

保
に
つ
な
げ
、イ
ン
フ
ラ
整
備
や
教
育
と
福

祉
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
村
全
体
の
総

合
力
向
上
を
目
指
し
【
心
や
す
ら
ぐ
　
住

み
よ
し
の
郷
　
御
杖
】
の
実
現
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
と
共
に
、
本
年
が
希
望
に
満
ち

た
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

平
成
２６
年
新
春

況
に
あ
る
と
と
も
に
、
外
交
で
は
、
東
ア
ジ
ア

の
逼
迫
し
た
緊
張
は
世
界
が
注
視
し
て
お
り
、

経
済
活
動
は
も
と
よ
り
社
会
文
化
交
流
に

も
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。ま
た
、国
内
経

済
の
動
静
は
、
一
時
の
最
悪
状
況
は
脱
し
た

も
の
の
、そ
の
景
気
回
復
は
極
め
て
鈍
く
、地

方
に
お
い
て
は
深
刻
な
状
況
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。そ
し
て
、
昨
年
は
世
界
各
地
に
お
い
て

台
風
や
地
震
、
酷
暑
等
の
自
然
の
猛
威
が
私

た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
た
一
年
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
我
が
御
杖
村
に

お
い
て
も
、自
然
災
害
に
対
処
す
る
た
め
に
、

先
ず
は
防
災･

減
災
の
意
識
を
高
め
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。自
然
災

害
は
や
や
も
す
れ
ば
想
定
以
上
に
被
災
す

る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
常
に
備
え
を

忘
れ
ず
、
自
ら
戒
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
に

思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、
本
村
は
極
度
の
若
年

層
の
減
少
と
高
齢
化
の
進
行
に
加
え
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
業
の
低
迷
や
社
会
活
動
の

停
滞
を
き
た
し
、
過
疎
化
が
一
層
進
行
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
行
政
は
も
と

よ
り
議
会
も
若
者
の
定
住
策
を
模
索
し
て
い

新
﹁
こ
の
地
で
住
ん
で
よ
か
�
た
﹂
と

　
　
思
え
る
村
づ
く
り
を
�

﹁
こ
の
地
で
住
ん
で
よ
か
�
た
﹂
と

　
　
思
え
る
村
づ
く
り
を
�

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
成

果
を
得
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。一
朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
諦
め
る
こ
と
な
く

議
会
と
行
政
が
よ
り
強
固
な
連
携
を
も
っ
て
、

こ
う
し
た
課
題
克
服
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
に
は

村
民
皆
様
方
の
ご
協
力
は
不
可
欠
で
あ
り
、

一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
私
た
ち
の
村
に
は
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
沢
山
あ
り

ま
す
。教
育
や
福
祉
の
充
実
に
も
心
血
を
注

ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
こ
の
地
で
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
」、「
こ
の
地
で
育
っ
て
よ
か
っ

た
」、「
こ
の
地
で
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
、思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
村
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
う
か
、
皆
様
方

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
皆
様
が

健
康
で
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
２６
年
新
春
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●議会だより／保健福祉課より

ふれあい喫茶

12月定例議会
Mitsue village assembly

議
会
だ
よ
り
　
第
64
号

議
会
だ
よ
り
　
第
64
号

定
例
議
会
に
お
い
て

９
議
案
を
可
決
・
承
認

　
去
る
１２
月
１０
日
に
招
集
さ
れ
た
１２
月
定

例
議
会
は
、
１０
日
間
の
会
期
を
終
え
、
１２

月
１９
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
議
会
は
、
全
部
で
９
議
案
が

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
議
案

に
は
、
村
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、
教
育

委
員
会
委
員
に
岡
田
法
顯
氏
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
中
谷
永
氏
・
邨

山
貫
平
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
・
選
任
に
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
御
杖
村
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
平
成
２５
年
度
御
杖
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）
の
議
定
に
つ
い
て

◎
平
成
２５
年
度
御
杖
村
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
議
定

に
つ
い
て

◎
平
成
２５
年
度
御
杖
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
議
定

に
つ
い
て

◎
平
成
２５
年
度
御
杖
村
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
議
定
に
つ

い
て

◎
奈
良
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
組
織

す
る
市
町
村
等
の
変
更
に
つ
い
て

◎
奈
良
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

◎
御
杖
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
御
杖
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

◎
み
つ
え
温
泉
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
１０
月
に
臨
時
議
会
を
開
催

　
去
る
１０
月
２８
日
に
も
臨
時
議
会
が
開
催

さ
れ
、
補
正
予
算
２
件
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
平
成
２５
年
度
御
杖
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
の
議
定
に
つ
い
て

◎
平
成
２５
年
度
御
杖
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
議
定

に
つ
い
て

活 動 報 告 平成２５年１０月～

１０　　月

１１　　月

１２　　月

１日
３日
７日
９日
１０日
１６日
１７日
１８日
２１日

２２日
２５日
２８日
２９日

１日
５日

６日
７日
８日
９日
１１日
１３日
１４日

１５日

２２日

２６日
２８日

１日

２日
６日
１０日
１３日
１４日
１７日
１９日
２０日

２１日
３０日

国会要望活動
山添村正副議長来庁
奈良県議長会役員視察研修
名張市正副議長来庁
三村事務局長会議
例月監査
三村議会正副議長会会議
宇陀地区戦没者追悼式
議会運営委員会
全員協議会
行政経営に関する有識者講演会
護国神社秋季大祭
全県自治体キャラバン要請活動
臨時議会
宇陀郡老人クラブ連合会ゲートボール大会

奈良県議長会役員会
桜井宇陀広域連合議会
南部振興議員連盟懇談会
奈良県社会福祉大会
宇陀広域消防組合議会
東宇陀環境衛生組合議会
奈良県消防大会
宇陀衛生一部事務組合議会
全国議長大会
宇陀郡正副議長会研修
例月監査
三村議会議員研修会
火災訓練
議会運営委員会
全員協議会
健康づくり推進協議会
三村議会議員視察研修

宇陀郡民マラソン大会
桜井宇陀芸能祭
御杖村ふるさと交流公社理事会
世界人権宣言「人権を考える」村民の集い
定例議会
全員協議会
御杖中学校50周年記念式典
例月監査
定例議会続会
奈良県議長会役員会
御杖村消防団ラッパ訓練激励
宇陀警察署ふれあいコンサート
年末警戒激励

☆ちょっと集まろう会☆
男だけで集まり、元気でほっとできる場所を作っています。

■日　時：１月１５日（水）　１１：００～１３：００

■場　所：保健センター

■内　容：座談会・昼食

　　　　　（オニオングラタンスープと焼きそば）

■対　象：男性（年齢は問わず）

■持ち物：エプロン・三角巾（ある方）

■費　用：２００円

■申込〆切：１月１０日（金）

□問 ・□申　保健福祉課　☎０７４５（９５）２８２８

76

3

8 9 10

1

14

21

28

13

20

27

30 31 2

15 16 17

22 23 24

29 30 31

月 火 水 木 金

【１月の予定】

保健福祉課・社会福祉協議会　☎0745（95）2828

☆筋力アップ教室☆　　　
参加者の自立度等に応じて、教室の内容を決めます。

■日　時：１月１０日・１７日・２４日・３１日（各金曜日）

　　ゆったりコース　１３：１０～１４：３０

　　しっかりコース　１４：３０～１６：００

■講　師：理学療法士　他

■場　所：保健センター

■持ち物：お茶

□問 　保健福祉課　☎０７４５（９５）２８２８

☆みつえっ子広場☆
「お正月遊びをしよう」

■日　時：１月１６日(木)　１０：００～１１：３０

■持ち物：お茶・タオル・着替え・帽子など

☆毎週月・木・金の９：３０～１５：００は支援室、園庭を開

放しています。気軽にご利用ください。

◎一時預かり保育もしています。

□問 　御杖保育所　☎０７４５（９５）３１３８

☆食の和人伝レストラン☆
（調理実習・健康ミニ講座）

　栄養士が作る簡単で〝おいしい出汁〟を活かし、旬の

素材の約５００キロカロリーのヘルシーメニューです。

■日　時：１月２２日（水）　１０：００～１３：００

■場　所：保健センター

■講　師：栄養士

■持ち物：エプロン・三角巾

■費　用：３００円

■対　象：年齢性別は問いません。

■申込〆切：１月１５日（水）

□問 ・□申　保健福祉課　☎０７４５（９５）２８２８

ふれあい喫茶食の和人伝レストラン
元気にしとる会
（東町）（敷津）

ふれあい喫茶

筋力アップ教室

元気にしとる会
（上郷・中野）

元気にしとる会
（神末中村）
編み物教室

元気にしとる会
（上村）（堂前）

ふれあい喫茶
老人クラブ役員会
子育て支援

ちょっと集まろう会

カラオケ教室

筋力アップ教室

筋力アップ教室

筋力アップ教室

申込
不要

参加
無料

元気にしとる会
（菅野）

元気にしとる会
（峯・水口）
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●お知らせ

ご本人
（事前登録者）

住民票の写し等の請求者
第三者（代理人を含む）

御杖村役場御杖村役場

①事前登録 ②証明書の請求

③証明書の交付④交付した事実を
通知（郵送）

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

新
成
人
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２０２０

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の

人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度

で
す
。

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た

め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給

付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま

す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病

気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受

け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、
加

入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者

に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族

（
「
子
の
あ
る
妻
」
や
「
子
」
）
が
受

け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

　
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

★
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）
、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校

（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）
、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分

校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

★
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
な
い
３０
歳
未
満
の
方
で
、

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
と
し
て

 

「
２
年
前
納（
口
座
振
替
）」

が
始
ま
り
ま
す
。

　
平
成
２６
年
４
月
末
の
口
座
振
替
分
よ

り
、
割
引
額
の
よ
り
大
き
な
２
年
前
納

が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

《
２
年
前
納（
口
座
振
替
）の
メ
リ
ッ
ト
》

・
メ
リ
ッ
ト
１

　
２
年
間
で
１
万
４
千
円
程
度
の
割

引
と
な
り
ま
す
。

・
メ
リ
ッ
ト
２

　
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

・
メ
リ
ッ
ト
３

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み
ご
利
用
が

可
能
で
す
。

　
お
申
込
み
期
限
は
毎
年
２
月
末
ま
で
で

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
お
近
く
の
年
金
事
務
所

　
ま
た
は
住
民
生
活
課
ま
で

本
人
通
知
制
度
と
は
？
 

　
こ
の
制
度
は
、
事
前
に
登
録
し
た
方
の
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
騰
抄
本
等
を
本
人
の

代
理
人
や
※

第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
交
付
し
た
事
実
を
登
録
者
本
人
に
郵
送
で

お
し
ら
せ
す
る
も
の
で
、
昨
年
１０
月
の
施
行
か
ら
３
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
の
防
止
が
本
制
度
の
目
的
で
、
本
人
通
知
す
る

こ
と
に
よ
り
身
元
調
査
の
た
め
の
不
正
請
求
・
不
正
取
得
の
抑
止
や
早
期
発
見
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

住民票の写し等の第三者交付に係る

「本人通知制度」をご利用ください
住民票の写し等の第三者交付に係る

「本人通知制度」をご利用ください
※第三者とは…

　住民票の写しにおいては「同一世帯」以外の者、戸籍及び戸籍の附票

の写しにおいては「戸籍に記載のある者、その配偶者、直系親族」以外

の者であり、個人、法人、債権者など、八業士（弁護士、司法書士、土

地家屋調査士、税理士、社会保険労務士、弁理士、海事代理士、行政書

士）を言います。

　
○
事
前
登
録
で
き
る
方

　
御
杖
村
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
ま
た
は

本
籍
の
あ
る
方

　
○
事
前
登
録
手
続
き

　
住
民
生
活
課
窓
口
で
以
下
の
も
の
を
持

参
し
登
録
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
【
事
前
登
録
に
必
要
な
も
の
】

●
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
旅

券
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）

●
委
任
状
（
代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
）

　
○
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

●
住
民
票
の
写
し
・
住
民
票
記
載
事
項
証

明
書
（
除
票
を
含
む
）

●
戸
籍
謄
本
・
抄
本
・
戸
籍
記
載
事
項
証

明
書
・
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
籍
、

改
製
原
戸
籍
を
含
む
）

　
○
通
知
す
る
内
容

●
証
明
書
の
交
付
年
月
日

●
交
付
し
た
証
明
書
の
種
別
及
び
通
数

●
交
付
請
求
者
の
種
別
（
本
人
等
の
代
理

人
・
ま
た
は
そ
れ
以
外
）

※
交
付
請
求
者
の
住
所
、
氏
名
等
は
通
知

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
○
登
録
期
間

　
３
年
間
（
※
登
録
期
間
満
了
後
、
引
き

続
き
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
再
登
録

が
必
要
で
す
。
）

　
○
登
録
事
項
の
変
更
・
廃
止
の
届
出

　
登
録
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、
ま

た
は
登
録
を
廃
止
し
た
い
場
合
は
、
必
ず

本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
（
変
更
・
廃

止
）
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
生
活
課

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生

活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ

た
仕
組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に

公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を

納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ

た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。



広報みつえ　2014（平成26年）1月号　301号 広報みつえ　2014（平成26年）1月号　301号9 8

●お知らせ

　
１
月
２６
日
は

　
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す 

　
昭
和
２４
年
１
月
２６
日
、
国
宝
の
法
隆

寺
の
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。
こ
の
日

を
『
文
化
財
防
火
デ
ー
』
と
定
め
、
全

国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
等
か
ら

　
１２
月
１
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
第
８
回

宇
陀
郡
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
宇
陀
郡
体
育

協
会
主
催
）
は
、
青
空
が
広
が
り
、
御
杖

村
、
曽
爾
村
、
村
外
か
ら
９０
名
の
参
加
者

を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
と
し
て
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
沿
道
か
ら
声
援
を
送
っ
て
頂

い
た
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

素
晴
ら
し
い
交
流
・
親
睦
の
場
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
本
大
会
運
営
に
ご
尽
力
頂
い
た
御
杖

守
り
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
文

化
財
防
火
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
文
化
財
を
火
災
か
ら

　
守
る
た
め
に

　
宇
陀
広
域
消
防
組
合
で
は
、
文
化
財

はん用機械器具、生産用機械器具
業務用機械器具製造業

電機関係製造業
電子部品・デバイス・電子回路、
発電用・送電用・配電用電気、機械器具、
産業用電気機械器具、
民生用電気機械器具製造業

自動車小売業

木材・木製品、家具・装備品製造業
（製材熟練等）

時間額　 ８１０円
（平成２５年１２月２７日発効）

時間額　 ８０８円
（平成２５年１２月２７日発効）

時間額 　８１０円
（平成２５年１２月２７日発効）

時間額 　８１６円
日　額 ６,５２７円
（平成元年１月２５日発効）

特定最低賃金改定のお知らせ

１、上記の産業に該当する事業所で働く労働者には、
それぞれの特定最低賃金が適用されます（但し、
適用除外者は除きます）。これらの特定最低賃
金に該当しない産業は、奈良県最低賃金が適用
されます。

２、奈良県最低賃金と特定最低賃金が同時に該当す
る場合、高い方の最低賃金が適用されます。

３、派遣労働者には、派遣先の最低賃金が適用され
ます。

４、労使合意のうえで最低賃金額未満の賃金が支払
われていても法律により無効となり、使用者は
最低賃金額以上の賃金を支払わなくてはなりま
せん。

■お問い合わせ

　○奈良労働局　賃金室

　　☎０７４２（３２）０２０６

　○桜井労働基準監督署

　　☎０７４４（４２）６９０１

奈良県最低賃金　時間額７１０円
（平成２５年１０月２０日発効）

文
　
化
　
財
　
防
　
火
　
週
　
間

　
　
　
１
月
２３
日（
木
）〜
２９
日（
水
）

を
火
災
･
震
災
･
そ
の
他
の
災
害
か
ら

守
る
た
め
に
、
文
化
財
関
係
者
並
び
に
、

関
係
各
機
関
の
ご
協
力
の
下
、
立
入
検

査
を
始
め
消
防
訓
練
の
指
導
な
ど
を
行

い
、
地
域
の
皆
様
に
広
く
文
化
財
の
防

火
に
つ
い
て
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

　
国
民
的
財
産
で
あ
る
、
貴
重
な
文
化

財
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
み
ん
な
で
守
ろ
う
文
化
財
！

　
宇
陀
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

▼
対
　
象

　
子
ど
も
自
身

や
保
護
者
・
家

族
の
ほ
か
、
子

ど
も
に
関
す
る
悩
み
で
あ
れ
ば
誰
で
も

村
、
曽
爾
村
両
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
の
皆
様
と
と
も
に
、
今
後
も
村
民

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
機
会
の
充
実
を

よ
り
一
層
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▼
受
付
日
時

平
日
　
９
時
３０
分
〜
１２
時
、
１３
時
〜

１７
時
（
１
月
１５
日
よ
り
開
始
）

　
☎
０
７
４
２
（
２
２
）
２
０
３
５

（
電
話
を
受
け
付
け
た
後
、
担
当
弁

護
士
が
電
話
を
し
ま
す
。）

▼
相 

談 

料
　
　
無
料

▼
内
　
　
容

　
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
、
非
行
な
ど
、

子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
、

専
門
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
匿
名
で
も
結
構
で
す
。
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
の

悩
み
ご
と
相
談

第
８
回
宇
陀
郡
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
８
回
宇
陀
郡
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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●お知らせ

　
少
子
高
齢
化
の
今
、
長
生
き
は
一
人
暮

ら
し
の
期
間
が
長
く
な
る
の
は
あ
た
り
ま

え
で
あ
る
。

　
特
に
、
村
民
の
多
く
は
子
供
を
早
く
か

ら
離
村
さ
せ
、
家
族
と
し
て
過
ご
す
期
間

を
よ
り
短
い
も
の
に
し
て
き
た
。勿
論
、子

供
の
将
来
に
自
分
達
の
夢
も
託
し
て
き
た

も
の
の
、子
供
に
と
っ
て
は
ど
う
か
。感
謝

の
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
、
現
実
が
追
い
付

い
て
お
ら
ず
、
自
分
達
の
生
活
を
守
る
の

に
必
死
だ
。

　
親
世
代
も
何
時
か
し
ら
自
分
達
の
気
ま

ま
な
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
家
族
と
い

え
共
存
が
負
担

と
感
じ
る
の
で

は
？

　
お
互
い
が
、
適

度
な
距
離
を
保

ち
な
が
ら
、
今
日

か
ら
未
来
へ
元

気
に
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
覚
悟
と
設
計

を
楽
観
的
に
思
い
な
が
ら
、
し
た
た
か
に

生
き
る
す
べ
を
導
い
て
く
れ
る
『
お
す
す

め
の
一
冊
』で
す
。

　
既
婚
未
婚
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
迎
え
る

お
ひ
と
り
さ
ま
の
時
間
。男
性
に
は
、「
男

お
ひ
と
り
さ
ま
の
老
後
」も
あ
る
の
で
、一

度
は
目
を
通
し
て
み
て
は
？
　
　
　
　
　

…
明
日
を
さ
わ
や
か
に
生
き
る
た
め
に
…

○
こ
の
本
を
読
ん
だ
人

　
　
　
　
　
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
　
一
人
静
か

□問
　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
☎
０
７
４
５
（
９
５
）
２
０
０
４

御 杖 小 学 校

読 者
か ら

の

おすすめの

１冊１冊１冊

「おひとりさまの老後」
著者／上野千鶴子

図
書
室
利
用
案
内

☆
場
　
　
所

　
御
杖
小
学
校
図
書
室

（
小
学
校
正
面
入
り
口
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
）

☆
開
放
日
時

　
毎
週
土
曜
日
　
１３
時
〜
１７
時

☆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
１
人
５
冊
ま
で
　
４
週
間
以
内

☆
予
約
、リ
ク
エ
ス
ト

　
読
み
た
い
本
が
書
架
に
見
あ
た
ら
な

い
と
き
は
、
予
約
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
返
本
待
ち
、

新
規
購
入
、
奈
良
図
書
情
報
館
か
ら
借

用
な
ど
に
よ
っ
て

で
き
る
だ
け
ご
希

望
に
添
い
ま
す
の

で
、
ど
し
ど
し
お

申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

新
　
着
　
図
　
書
　
紹
　
介

ほ
っ
と
す
る
言
葉
55

　
　
ス
マ
イ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
文
庫

み
つ
え
温
泉
よ
り

　

☎
０
７
４
５（
９
５
）２
６
４
１

﹃
姫
石
の
湯
﹄
情 報

ひ
め
し

ゆ

募集しています！

　教育委員会では、読んで

おもしろかった本、心に残

った本、感激した本、何か影

響を受けた本など、あなた

の「おすすめの一冊」４００字

程度の文章を募集していま

す。

　投稿いただいた原稿は広

報紙の「おすすめの一冊」で

紹介させていただきます。

■
１
日
２４
時
間
「
ご
機
嫌
」
の
法
則
！

■
た
っ
た
一
つ
の
言
葉
が
顔
つ
き
、
人
生

ま
で
変
え
て
し
ま
う
。

■
シ
ロ
ク
マ
、
パ
ン
ダ
、
ア
ザ
ラ
シ
…
キ

ュ
ー
ト
な
動
物
写
真
が
心
の
ク
ヨ
ク
ヨ

を
サ
ー
ッ
と
晴
ら
し
て
く
れ
る
！

■
一
瞬
で
前
向
き
に
な
れ
る
！

＊
す
ご
く
前
向
き
じ
ゃ
な
く
て
い
い
。
こ

の
本
で
少
し
だ
け
前
向
き
に
な
れ
れ
ば

い
い
。

　
「
い
ま
」
「
こ
こ
か
ら
」
変
わ
ろ
う
と

思
え
ば
、
全
て
の
風
景
が
面
白
い
ほ
ど

に
、
一
瞬
に
変
わ
っ
て
い
く
…
。
そ
ん
な

不
思
議
な
一
冊
で
す
。

　　　
◇

◀

◀

◀

◀

◀

１
月
2４
日（
金
）は

　
　
　
　
　「
風
呂
の
日
」

　
通
常
料
金
６
０
０
円
の
と
こ
ろ
、

４
０
０
円
で
入
浴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
大
人
の
方
限
定

　
お
得
な
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
入
浴
く

だ
さ
い
。

　
次
回
の
「
風
呂
の
日
」
は
、
２
月
２６
日

（
水
）で
す
。

◀

◀

◀

◀

◀

三
峰
山「
霧
氷
ま
つ
り
」

　
１
月
１１
日（
土
）〜
２
月
２３
日（
日
）の
土

日
祝
日
、三
峰
山
で
は
毎
年
恒
例「
霧
氷
ま

つ
り
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　
み
つ
え
青
少
年
旅
行
村
の
管
理
棟
で
、

登
山
さ
れ
た
方
に
、

「
姫
石
の
湯
」
の
割

引
券
を
お
渡
し
し

て
お
り
ま
す
。

　「
霧
氷
登
山
」
の

あ
と
は
、「
姫
石
の

湯
」
へ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
!!

 

三
峰
山

 

﹁
霧
氷
ま
つ
り
﹂
イ
ベ
ン
ト

１
月
１１
日
（
土
）

　
山
開
き

　
御
杖
の
野
菜
汁
の
ふ
る
ま
い

１
月
２６
日
（
日
）

　
ぜ
ん
ざ
い
ふ
る
ま
い

２
月
１１
日
（
祝
）

　
餅
つ
き
大
会

２
月
２３
日
（
日
）

　
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
抽
選
会

　
コ
ー
ヒ
ー
ふ
る
ま
い

※
各
ふ
る
ま
い
は
、１３
時
よ
り
行
い
ま
す
。

１月のみつえ温泉『姫石の湯』
☆営業について☆

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

男湯
木風呂
石風呂
木風呂
石風呂
木風呂
石風呂

石風呂
木風呂
石風呂
木風呂
石風呂
木風呂

木風呂
石風呂
木風呂
石風呂
木風呂
石風呂

石風呂
木風呂
石風呂
木風呂
石風呂
木風呂

木風呂
石風呂
木風呂

女湯
石風呂
木風呂
石風呂
木風呂
石風呂
木風呂

木風呂
石風呂
木風呂
石風呂
木風呂
石風呂

石風呂
木風呂
石風呂
木風呂
石風呂
木風呂

木風呂
石風呂
木風呂
石風呂
木風呂
石風呂

石風呂
木風呂
石風呂

【姫石の湯バス】

【姫石の湯バス】

　

　
【姫石の湯バス】
 「風呂の日」　

【姫石の湯バス】

定　休　日

定　休　日

定　休　日

定　休　日

　
新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
素
は
、
み
つ
え
温
泉
「
姫
石
の
湯
」
を
お
引
き

立
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
無
事
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
と
共
に
、
今
年
は
10
周
年

と
な
り
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
新
た
な
気
持
ち
で
お
客
様
を
お
迎
え

し
、
心
を
込
め
た
『
お
も
て
な
し
』
を
心
が
け
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
昨
年
同
様
お
引
き
立
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
配
人
　
　
髙
林
　
春
夫

◀

◀

◀

◀

◀

「
姫
石
の
湯
」よ
り
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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